
「第６次太子町総合計画」及び 
「太子町都市計画マスタープラン」策定のための住民アンケート調査 

調査概要 
 

１．調査目的 

 「太子町総合計画」、「太子町都市計画マスタープラン」の改定にあたり、これまでの取り組みを評価すると

とともに、今後のまちづくり方向性や取り組むべき施策についての住民の意向を把握する。 

 

２．調査対象 

 本町にお住いの 18歳以上の住民（無作為に 2,000人抽出） 

 

３．調査方法 

 郵送による調査票の配布、回収 

 

４．調査方針 

 大きく以下の 4つについて設問する。 

①本町のまちづくりに対する評価について、経年変化を追えるような設問（現在の総合計画策定時に実施

した「現在の太子町について」と同じ設問により過年度との比較を実施） 

②現在の総合計画に記載されている「政策」についての住民の評価を問う設問（評価指標を使って現行政

策を評価） 

③今後のまちづくりに対する住民意向を問う設問（まちづくりの方向性について住民意向を把握） 

④バス路線再編後の住民意識を問う設問 

 

■調査票設問内容 

区分 調査内容（案） 設問意図 

属性  性別、年齢、住まい、居住年数、職業、家

族構成 等 

 回答者の属性を把握 

①本町のまちづく

りへの評価 

 本町の印象、住みよさ、定住意向、その理

由 等 

 現計画策定時に実施した「現在の太子町につ

いて」と同じ設問とし、現在の総合計画策定前と

策定後の本町の印象等を比較 

②現在の総合計

画の「政策」に対

する評価 

 「医療、福祉、健康」政策の評価 

 「安心・安全、都市基盤、環境」政策の評

価 

 「産業、雇用、観光」政策の評価 

 「人権、教育、文化」政策の評価 

 「協働、行政経営、情報化」政策の評価 

 現行総合計画記載の「政策」について、住民の

立場から評価いただき（現行総合計画の評価指

標の達成状況を把握し）、今後の政策や施策を

検討 

 

③今後のまちづく

りに対する住民

意向 

 人口減少や少子・高齢化への対策、住み

よい地域づくりのための施策の方向性 

 まちづくり（特に都市計画）の方向性 

 本町にとって大きな課題である事項について、

住民の意向を把握 

 特に、都市計画の方向性の意向を把握 

④バス路線再編

後の住民意識 

 再編後のバス路線等に対する満足度 

 バス運行に対する要望 等 

 再編したバス路線に対する住民の意識や、今

後の意向の把握 

その他  自由回答  上記の設問からでは把握できない住民意向を

把握 

 

 

資料５ 


